研 究助成申請書
（2026年度）

2026年　　月　　日
公益財団法人　日本スポーツ医学財団
代表理事　松　本　　秀　男　　　殿

代表研究者氏名（自署）　　　　　　　　　　
書類送付先住所
　〒
電話番号
メールアドレス
貴財団の研究助成課題を下記の通り申請します。

記

	代表研究者
	氏名（ふりがな）
生年月日　　　　　　　　年　　月　　日生
所属機関団体・役職名
所属機関所在地
　〒
電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　（内線　　　　　　　）

	主な共同研究者
	氏名（ふりがな）
生年月日　　　　　　　　年　　月　　日生
所属機関団体・役職名
所属機関所在地
　〒

	研究課題名
	


研究倫理委員会名称：　　　　　　　　　承認番号：

	所属学会
該当に〇を記入
	日本臨床スポーツ医学会
	日本スポーツ整形外科学会
	日本アスレティックトレーニング学会
	日本スポーツ理学療法学会

	
	
	
	
	


（記入注意）　1.黒色のボールペン、ワープロ等により、明瞭にご記入ください。
　　　　　　　2.用紙、項目が不足した場合は、同型別紙をご使用ください。


研究目的等
	研究目的















国内及び国外における当該研究の現状


研究実施計画等
	研究実施計画













期待される成果


















成果の発表予定　　　　　年　　月に　　　　　　　誌に投稿予定
または　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


研究者の経歴等
	研究者の経歴















本研究計画に関連する研究者の現在までの実績・主要論文



必要経費見積り

	研究全体にかかる費用の総額
　　　　　　　　円

	その内当財団の研究助成での必要経費の総額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円　

	項目
	設備備品費
	消耗品費
	旅費
	謝金
	その他

	合計金額
	円
	円
	円
	円
	円





2

各項目の内訳
	[bookmark: _Hlk104811747]設備備品費
	金額

	
	

	
	

	
	



	[bookmark: _Hlk104815012]消耗品費
	金額

	
	

	
	

	
	



	[bookmark: _Hlk104815071]旅費
	金額

	
	

	
	

	
	



	[bookmark: _Hlk104815119][bookmark: _Hlk104814654]謝金
	金額

	
	

	
	

	
	



	[bookmark: _Hlk104814865]その他
	金額

	
	

	
	

	
	

	
	


※これより以下は提出不要です※
＜必要経費見積り申請時の注意事項＞

１．本助成は、研究の円滑な遂行を支援することを目的とし、研究に直接必要な経費を対象とします。申請にあたっては、各経費の内容および研究との関連性が分かるよう記載してください。

２．学会費については、国内学会参加費の助成上限額を５万円、国際学会参加費の助成上限額を１０万円とします。

３．国内学会参加費、国際学会参加費、英文投稿費、英文校正費を含む申請金額の合計は、２０万円以内としてください。

４．申請金額は、実際に必要な経費をもとに記載してください。助成上限額は、申請可能な最大額を示すものであり、上限額での申請を推奨するものではありません。

５．経費内訳は、本研究助成として当財団に申請する金額の内訳を記載してください。必要経費見積り表は、研究全体に要する経費の内訳ではありません。他の研究費や助成金等で賄う予定の経費は、経費内訳には記載しないでください。

６．各費目の上限額および申請総額を超える部分については、助成の対象となりませんので、あらかじめご了承ください。
７．次に掲げる経費は、本助成の趣旨に照らし、原則として助成対象外とします。
　（１）研究者および共同研究者の人件費、謝金
　（２）研究と直接の関連が認められない旅費、宿泊費、交通費
　（３）パソコン、タブレット等の汎用性の高い機器・備品の購入費
　（４）懇親会費、接待費、飲食費
　（５）他の研究費または助成金と重複して支出される経費
　（６）その他、本財団が助成の趣旨に適さないと判断する経費

８．申請内容に不備がある場合、または記載内容が十分でない場合には、審査の対象とならないことがあります。

９．助成金の使用にあたっては、領収書等の関係書類を適切に保管し、本財団から求めがあった場合には速やかに提出してください
※次ページ以降の記載例、Q&Aもご参考ください
記載例
必要経費見積り
	研究全体にかかる費用の総額
　　　　▲▲▲　円

	その内当財団の研究助成での必要経費の総額　※本研究助成として当財団に申請する金額を記載してください。以下の各項目の合計金額及び各項目の内訳についても同様です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●　円　

	項目
	設備備品費
	消耗品費
	旅費
	謝金
	その他

	合計金額
	●円
	●円
	●円
	●円
	●円



各項目の内訳
	設備備品費
	金額

	●●分析器（商品名、型番なども記載すること）　1台
	●円



	消耗品費
	金額

	●●キット（商品名を記載）　　●円×●キット
	●円

	ラット飼育費　●●円×●匹
	●円



	旅費
	金額

	本研究発表のための学会参加（●●学会、国内）
	●円

	本研究のための学会参加（●●学会、海外）
	●円



	[bookmark: _Hlk128579073]謝金
	金額

	ボランティア一名あたり●円×●名
	●円



	その他
	金額

	●●検査費用　●円×●名
	●円

	●●の為に上記〇〇検査が必要等、説明が必要な場合は空いた欄に詳細を記載する
	

	
	



※補足の説明が必要なものについては研究への必要性を空いた欄に記載してください。研究に別途必要な項目がある場合には、項目を追加して記載してもかまいません。
研究助成申請に関するQ&A
Ｑ１．学会費は必ず上限額まで申請しなければなりませんか。
Ａ１．その必要はありません。実際に必要な金額のみをご申請ください。上限額は、助成可能な最大額を示したものです。
Ｑ２．国内学会費と国際学会費の両方を申請することは可能ですか。
Ａ２．はい、可能です。ただし、それぞれの上限額および英文投稿費及び英文校正費との申請総額（２０万円以内）を超えないようご注意ください。
Ｑ３．英文投稿費と英文校正費は同時に申請できますか。
Ａ３．はい、可能です。いずれも研究成果の公表に必要な経費として助成対象となりますが、国内学会費及び国際学会費との合計金額が上限内である必要があります。
Ｑ４．学会参加に伴う旅費や宿泊費は助成対象になりますか。
Ａ４．原則として、旅費、宿泊費および交通費は助成対象外としています。
Ｑ５．パソコンやタブレットの購入費は申請できますか。
Ａ５．研究用途であっても、汎用性の高い機器・備品については助成対象外としています。
Ｑ６．他の研究費と併用して申請することはできますか。
Ａ６．併用自体は差し支えありませんが、同一の経費を重複して申請することはできません。
Ｑ７．申請内容について不明点がある場合はどうすればよいですか。
Ａ７．申請前に、公益財団法人日本スポーツ医学財団事務局（info@jp-smf.com）までメールにてお問い合わせください。

